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末
法
思
想
の
日
本
へ
の
流
伝
と
臨
池
伽
藍

釆　
　

睪　
　
　
　
　

晃

は
じ
め
に

　

京
都
宇
治
に
あ
る
平
等
院
鳳
凰
堂
は
、
日
本
の
末
法
思
想
の
影
響
を
受
け
た
代
表
的
な
建
築
物
と
さ
れ
る
。
現
在
に
お
い
て
も
多
く
の

観
光
客
を
集
め
る
が
、
治
暦
三
（
一
〇
六
七
）
年
に
は
後
冷
泉
帝
の
行
幸
を
得
る
な
ど
、
創
建
者
で
あ
る
藤
原
頼
通
（
九
九
二
─
一
〇
七

四
）
在
世
当
時
か
ら
注
目
を
浴
び
た
建
物
で
あ
っ
た
。
鳳
凰
堂
は
平
成
二
六
（
二
〇
一
四
）
年
に
大
修
理
を
終
え
た
。
今
回
の
大
修
理
は

創
建
当
時
の
姿
を
復
元
す
る
こ
と
に
力
が
注
が
れ
た
。
日
本
の
文
化
財
修
復
は
、
古
い
も
の
を
完
成
直
後
の
姿
に
近
づ
け
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
以
上
破
壊
が
進
行
し
な
い
よ
う
に
処
置
す
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
意
味
で
は
、
日
本
の
国
宝
で
あ
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
日
本
で
は
珍

し
い
方
針
の
下
に
修
復
が
行
わ
れ
た
と
言
っ
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。

　

筆
者
も
修
理
完
了
後
の
鳳
凰
堂
に
親
し
く
参
拝
す
る
機
会
を
得
た
。
し
か
し
、
少
な
か
ら
ぬ
違
和
感
を
覚
え
た
の
も
正
直
な
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
鮮
や
か
な
色
を
取
り
戻
し
た
鳳
凰
堂
は
、
阿
字
池
に
も
映
え
、
非
常
に
美
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
一
方
で
、

あ
ま
り
に
精
緻
な
る
が
故
か
一
種
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
よ
う
な
矮
小
さ
を
も
感
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

大
江
匡
房
撰
『
続
本
朝
往
生
伝
』
に
は
、
平
等
院
が
い
か
に
素
晴
ら
し
い
か
を
称
え
て
、
次
の
よ
う
な
言
葉
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
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極
楽
い
ぶ
か
し
く
ば
宇
治
の
御
寺
を
礼う
や
まへ
。

極
楽
が
本
当
に
あ
る
の
か
ど
う
か
疑
わ
し
く
思
う
の
で
あ
れ
ば
、「
宇
治
の
御
寺
」（
平
等
院
）
に
参
詣
し
て
み
る
が
い
い
。
そ
こ
に
は
極

楽
の
あ
り
さ
ま
が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
見
れ
ば
極
楽
を
疑
わ
し
く
思
う
よ
う
な
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
、
極
楽
の
情
景
を
こ
の
世
に
移
し
た
も
の
と
讃
歎
さ
れ
た
平
等
院
は
、「
極
楽
」
す
な
わ
ち
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
で
あ
る
安

楽
国
土
へ
の
往
生
を
疑
似
体
験
す
る
場
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
先
に
述
べ
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
よ
う
な
印
象
を
創
建
時
に
も
与
え
て
い
た
の
だ
と
し
た
ら
、
何
故
に
鳳
凰
堂
は
か
く
も

注
目
を
集
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
を
探
る
た
め
、
い
さ
さ
か
遠
回
り
を
し
な
が
ら
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

末
法
思
想
と
『
法
華
経
』

　

日
本
に
浄
土
を
模
し
た
伽
藍
が
盛
ん
に
造
営
さ
れ
た
の
は
、
末
法
思
想
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と
は
既
に
知
ら
れ
て
い
る
。
言
う
ま

で
も
な
く
、
平
等
院
も
ま
た
そ
の
例
に
漏
れ
な
い
。
い
ま
、
改
め
て
末
法
思
想
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

末
法
思
想
が
論
じ
ら
れ
る
と
き
に
、
そ
の
筆
頭
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
中
国
の
南
嶽
慧
思
（
五
一
五
─
五
七
七
）
で
あ
る
。

　

慧
思
が
末
法
思
想
と
結
び
つ
け
て
論
じ
ら
れ
る
の
は
、『
南
嶽
思
大
禅
師
立
誓
願
文
』（
以
下
『
立
誓
願
文
』）
に
よ
る
。『
立
誓
願
文
』
は
、

正
法
・
像
法
・
末
法
の
三
時
の
一
つ
と
し
て
「
末
法
」
と
い
う
語
を
用
い
た
も
の
と
し
て
は
、
現
在
に
ま
で
伝
わ
る
文
献
で
は
最
も
古
い

も
の
だ
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
慧
思
は
「
末
法
」
と
い
う
語
に
対
し
て
何
ら
の
説
明
も
加
え
て
い
な
い
。
従
っ
て
、

三
時
の
内
の
「
末
法
」
と
い
う
概
念
は
慧
思
が
創
出
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

中
国
に
末
法
思
想
を
本
格
的
に
も
た
ら
し
た
の
は
、『
大
集
経
月
蔵
分
』（
以
下
『
月
蔵
分
』）
を
訳
出
し
た
那
連
提
耶
舎
（
四
九
〇
？
─
五

（
）
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八
九
？
）
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
［
藤
善
真
澄
一
九
八
七
］。
藤
善
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、『
月
蔵
分
』
に
代
表
さ
れ
る
那
連

提
耶
舎
の
末
法
思
想
は
、
仏
法
の
衰
退
や
悪
比
丘
の
横
行
に
焦
点
を
当
て
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
慧
思
は
、「
悪
比
丘
」

で
は
な
く
、
よ
り
広
範
な
人
び
と
を
対
象
と
し
た
「
悪
衆
生
」
と
い
う
表
現
を
用
い
て
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
慧
思
が
「
末
法
」

と
い
う
概
念
を
、
単
に
仏
法
の
衰
退
に
と
ど
ま
ら
ず
、
時
代
状
況
全
体
の
混
乱
と
捉
え
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
［
釆
睪
晃
二
〇
一
〇
］。

　

し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
末
法
の
状
況
を
仏
陀
に
よ
る
教
化
の
一
部
と
位
置
づ
け
る
経
典
が
相
次
い
で
訳
出
さ
れ
た
。
上
述
の
那
連
提
耶

舎
に
よ
っ
て
天
統
二
（
五
六
六
）
年
に
訳
出
さ
れ
た
『
月
蔵
分
』
で
は
「
鬪
諍
」
と
い
う
状
況
ま
で
が
仏
陀
に
よ
る
教
化
の
一
部
で
あ
る

と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

於
我
滅
後
。
五
百
年
中
。
諸
比
丘
等
。
猶
於
我
法
。
解
脱
堅
固
。
次
五
百
年
。
我
之
正
法
。
禪
定
三
昧
。
得
住
堅
固
。
次
五
百
年
。

讀
誦
多
聞
。
得
住
堅
固
。
次
五
百
年
。
於
我
法
中
。
多
造
塔
寺
。
得
住
堅
固
。
次
五
百
年
。
於
我
法
中
。
鬪
諍
言
訟
。
白
法
隱
沒
。

損
減
堅
固
。�

（
大
正
一
三
・
三
六
三
ａ
─
ｂ
）

我
が
滅
後
に
於
い
て
、
五
百
年
中
に
、
諸
比
丘
等
、
猶
我
が
法
に
於
い
て
、
解
脱
す
る
こ
と
堅
固
な
ら
ん
。
次
の
五
百
年
に
、
我
の

正
法
に
、
禅
定
三
昧
す
る
こ
と
、
堅
固
に
住
す
る
こ
と
を
得
ん
。
次
の
五
百
年
に
、
読
誦
し
多
聞
な
る
こ
と
、
堅
固
に
住
す
る
こ
と

を
得
ん
。
次
の
五
百
年
に
、
我
が
法
中
に
於
い
て
、
多
く
塔
寺
を
造
る
こ
と
、
堅
固
に
住
す
る
こ
と
を
得
ん
。
次
の
五
百
年
に
、
我

が
法
中
に
於
い
て
、
闘
諍
言
訟
あ
り
て
、
白
法
隠
没
し
、
損
減
す
る
こ
と
堅
固
な
ら
ん
。

「
我
」
と
は
世
尊
を
指
す
。
こ
こ
で
は
、
仏
滅
後
に
五
百
年
毎
に
形
態
を
変
え
な
が
ら
も
仏
法
が
伝
持
さ
れ
て
い
く
様
子
が
描
か
れ
る
。

そ
の
末
尾
で
は
、「
白
法
隠
没
」
ま
で
も
が
「
我
が
法
中
」
の
出
来
事
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　

続
い
て
天
和
五
（
五
七
〇
）
年
に
訳
出
さ
れ
た
『
大
乗
同
性
経
』
巻
下
に
は
、
海
妙
深
持
自
在
智
通
菩
薩
と
仏
と
の
間
に
次
の
よ
う
な

（
）
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問
答
が
交
わ
さ
れ
る
場
面
が
あ
る
。

海
妙
深
持
自
在
智
通
菩
薩
。
復
問
佛
言
。
世
尊
。
佛
身
幾
種
。

佛
言
。
善
丈
夫
。
略
説
有
三
。
何
等
爲
三
。
一
者
報
。
二
者
應
。
三
者
眞
身
。
…
（
中
略
）
…

海
妙
深
持
自
在
智
通
菩
薩
。
復
問
佛
言
。
世
尊
。
何
者
名
爲
如
來
應
身
。

佛
言
。
善
丈
夫
。
猶
若
今
日
踊
歩
揵
如
來
。
魔
恐
怖
如
來
。
大
慈
意
如
來
。
有
如
是
等
一
切
彼
如
來
。
穢
濁
世
中
。
現
成
佛
者
。
當

成
佛
者
。
如
來
顯
現
。
從
兜
率
下
。
乃
至
住
持
一
切
正
法
。
一
切
像
法
。
一
切
末
法
。
善
丈
夫
。
汝
今
當
知
。
如
是
化
事
。
皆
是
應

身
。�

（
大
正
一
六
・
六
五
一
ｃ
）

海
妙
深
持
自
在
智
通
菩
薩
、
復
た
仏
に
問
ふ
て
言
は
く
。「
世
尊
。
仏
身
は
幾
種
あ
る
や
」。

仏
言
は
く
。「
善
丈
夫
。
略
説
す
る
に
三
有
り
。
何
等
を
か
三
と
為
す
。
一
に
は
報
、
二
に
は
応
、
三
に
は
真
身
な
り
。」
…
（
中

略
）
…

海
妙
深
持
自
在
智
通
菩
薩
、
復
た
仏
に
問
ふ
て
言
は
く
。「
世
尊
。
何
を
か
名
け
て
如
来
の
応
身
と
為
す
」。

仏
言
は
く
。「
善
丈
夫
。
猶
ほ
今
日
の
踊
歩
揵
如
来
・
魔
恐
怖
如
来
・
大
慈
意
如
来
の
若
し
。
是
く
の
如
き
等
の
一
切
の
彼
の
如
来

有
り
て
、
穢
濁
世
中
に
仏
と
成
る
こ
と
を
現
ず
る
者
有
り
。
当
に
仏
と
成
る
者
は
、
如
来
と
し
て
、
兜
率
よ
り
下
り
、
乃
至
、
一
切

正
法
・
一
切
像
法
・
一
切
末
法
を
住
持
す
る
こ
と
を
顕
現
す
。
善
丈
夫
。
汝
今
当
に
知
る
べ
し
。
是
く
の
如
き
化
事
は
、
皆
是
れ
応

身
な
り
」。

こ
こ
で
は
、
仏
身
を
報
身
・
応
身
・
真
身
に
分
け
て
説
明
す
る
中
で
、
正
法
・
像
法
の
み
な
ら
ず
末
法
が
あ
る
こ
と
も
ま
た
応
身
仏
の
特

徴
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
末
法
と
い
う
仏
法
の
衰
退
も
ま
た
仏
の
衆
生
教
化
の
手
段
（
方
便
）
と
し
て
捉
え
よ
う
と
す
る
の



5

で
あ
る
。

　

末
法
が
仏
陀
の
教
化
の
一
部
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
こ
れ
は
避
け
る
べ
く
も
な
い
。
末
法
が
仏
陀
の
教
化
の
一
環
で
あ
る
な
ら
ば
、
末
法

（
の
厄
災
）
を
避
け
た
り
抑
止
し
た
り
す
る
こ
と
は
、
却
っ
て
仏
意
に
反
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
む
し
ろ
末
法
の
困
難
を
受
け

止
め
な
く
て
は
、
仏
陀
の
教
化
が
完
遂
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
釈
迦
仏
の
教
化
が
完
成
す
る
こ
と
な
く
し
て
は
、
弥
勒
仏
の
下

生
も
あ
り
得
な
い
。
弥
勒
龍
華
を
待
ち
望
ん
で
い
た
慧
思
に
と
っ
て
は
、
弥
勒
仏
に
よ
る
説
法
を
妨
げ
た
り
遅
滞
さ
せ
た
り
す
る
あ
ら
ゆ

る
行
為
が
許
容
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。

　

そ
も
そ
も
、
慧
思
が
「
末
法
」
と
い
う
語
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
た
の
は
、『
法
華
経
』「
安
楽
行
品
」
で
あ
っ
た
。「
安
楽

行
品
」
で
は
、
如
来
滅
後
の
「
末
法
」
に
お
い
て
『
法
華
経
』
を
説
こ
う
と
す
る
の
な
ら
ば
安
楽
行
に
住
す
べ
き
だ
と
述
べ
る
。

又
文
殊
師
利
。
如
來
滅
後
。
於
末
法
中
欲
説
是
經
。
應
住
安
樂
行
。�

（
大
正
九
・
三
七
ｃ
─
三
八
ａ
）

又
文
殊
師
利
。
如
来
の
滅
後
に
、
末
法
の
中
に
於
て
是
の
経
を
説
か
ん
と
欲
さ
ば
、
応
に
安
楽
行
に
住
す
べ
し
。

「
是
経
」
と
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
『
法
華
経
』
を
指
す
。
こ
れ
に
先
立
つ
経
文
で
は
、「
後
の
悪
世
」
と
述
べ
て
お
り
、「
末
法
」
が

「
悪
世
」
で
あ
る
こ
と
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
慧
思
が
『
法
華
経
安
楽
行
義
』
を
著
す
契
機
と
な
っ
た
の
は
、『
法
華
経
』
の
こ
の
記
述

で
あ
る
こ
と
は
疑
い
が
な
い
。
従
っ
て
、『
安
楽
行
義
』
自
体
が
慧
思
の
末
法
思
想
の
表
明
で
あ
る
と
見
做
す
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
慧

思
の
『
安
楽
行
義
』
は
、「
末
法
」
の
語
こ
そ
一
度
も
用
い
ら
れ
な
い
も
の
の
、
一
篇
全
体
を
通
じ
て
慧
思
の
末
法
に
お
け
る
危
機
感
を

表
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

つ
ま
り
、
慧
思
が
打
ち
立
て
智
顗
以
降
の
天
台
学
徒
が
重
視
し
続
け
て
き
た
『
法
華
経
』
至
上
主
義
は
、「
末
法
」
と
い
う
語
を
表
面

か
ら
は
隠
し
な
が
ら
も
、
そ
の
根
底
に
末
法
思
想
を
保
持
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

（
）
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（
）
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慧
思
が
自
ら
の
時
代
を
末
法
と
捉
え
て
い
た
の
に
対
し
て
、
そ
の
弟
子
で
あ
る
天
台
智
者
大
師
智
顗
（
五
三
八
─
五
九
八
）
は
、
自
ら
の

時
代
を
末
法
で
は
な
く
像
法
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
『
月
蔵
分
』
の
研
究
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ

っ
て
、
像
法
と
末
法
の
特
徴
が
詳
細
に
区
分
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
し
か
な
い
。
例
え
ば
、
少
し
く
後
に
は
な
る
が
、
慈
恩
大
師

基
（
六
三
二
─
六
八
二
）
の
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
巻
第
六
本
に
は
三
時
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
定
義
す
る
。

佛
滅
度
後
。
法
有
三
時
。
謂
正
像
末
。
具
教
行
證
三
。
名
爲
正
法
。
但
有
教
行
。
名
爲
像
法
。
有
教
無
餘
。
名
爲
末
法
。

�

（
大
正
四
五
・
三
四
四
ｂ
）

仏
滅
度
の
後
、
法
に
三
時
有
り
。
謂
は
く
「
正
」「
像
」「
末
」
な
り
。〈
教
〉〈
行
〉〈
証
〉
の
三
を
具
す
る
を
、
名
づ
け
て
「
正

法
」
と
為
す
。
但
〈
教
〉〈
行
〉
の
み
有
る
を
、
名
づ
け
て
「
像
法
」
と
為
す
。〈
教
〉
の
み
有
り
て
余
は
無
き
を
、
名
づ
け
て
「
末

法
」
と
為
す
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
末
法
の
世
と
は
、〈
教
〉〈
行
〉〈
証
〉
の
内
、〈
教
〉
の
み
し
か
無
い
状
態
で
あ
る
。
教
観
双
美
な
る
体
系
を
築
こ
う
と

し
て
い
た
智
顗
に
と
っ
て
、〈
行
〉
が
無
い
時
代
を
自
ら
の
時
代
と
考
え
る
こ
と
は
、
極
め
て
堪
え
難
い
こ
と
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
当
然

な
が
ら
、
自
ら
の
時
代
は
〈
行
〉
が
有
効
な
像
法
の
時
代
で
あ
る
と
捉
え
る
こ
と
は
、
智
顗
の
思
想
か
ら
の
重
要
な
要
請
で
あ
っ
た
筈
で

あ
る
。

　

慧
思
の
「
末
法
」
と
い
う
表
現
は
受
け
継
が
な
か
っ
た
も
の
の
、
智
顗
は
『
法
華
経
』
至
上
主
義
を
む
し
ろ
よ
り
徹
底
化
さ
せ
て
い
っ

た
の
で
あ
っ
た
。
上
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
は
末
法
思
想
が
消
え
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
む
し
ろ
『
法
華
経
』
を
重
視
し
て
い

く
思
想
と
一
体
化
し
て
い
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、『
法
華
経
』
を
最
重
要
視
す
る
思
想
の
内
に
時
代
へ
の
危
機
感

を
内
包
し
た
ま
ま
に
伝
え
ら
れ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、『
法
華
経
』
至
上
主
義
が
そ
の
ま
ま
末
法
思
想
で
も
あ
っ
た
と
も
言
い

（
）
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得
る
の
で
あ
る
。

臨
終
行
儀

　

先
に
、
天
台
の
末
法
思
想
に
お
い
て
は
、
末
法
で
あ
る
こ
と
は
「
悪
世
」
た
る
社
会
的
混
乱
と
し
て
表
れ
る
と
捉
え
て
い
る
こ
と
に
そ

の
特
徴
を
見
出
し
得
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
末
法
思
想
」
乃
至
「『
法
華
経
』
至
上
主
義
」
は
、
直
ち
に
は
往
生
思
想
に
は
結
び
付
か
な
い
。
こ
の
脈
絡
を
探
る

た
め
、
い
ま
一
度
中
国
へ
の
仏
教
伝
来
当
初
に
視
点
を
移
し
た
い
。

　

中
国
に
仏
教
が
伝
わ
っ
て
く
る
に
際
し
て
、
仏
教
思
想
そ
の
も
の
よ
り
も
、
イ
ン
ド
仏
教
が
前
提
と
し
て
い
た
輪
廻
思
想
が
大
き
な
衝

撃
を
与
え
た
よ
う
で
あ
る
。
袁
宏
（
三
二
八
─
三
七
六
）
の
『
後
漢
紀
』
に
は
次
の
よ
う
な
有
名
な
一
節
が
あ
る
。

故
王
公
大
人
。
観
死
生
報
応
之
際
。
莫
不
矍
然
自
失
。

故
に
王
公
大
人
、
死
生
報
応
の
際
を
観
じ
て
、
矍
然
と
し
て
自
失
せ
ざ
る
莫
し
。

王
や
貴
族
た
ち
は
、
死
ん
だ
後
に
生
ま
れ
て
は
（
生
き
て
い
る
間
の
行
為
の
）
報
い
が
返
っ
て
く
る
こ
と
を
知
っ
て
、
み
な
び
っ
く
り
し
て

う
ろ
た
え
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
輪
廻
転
生
の
概
念
に
親
し
ん
で
い
な
か
っ
た
中
国
の
人
び
と
に
と
っ
て
、
仏
教
は
輪
廻
転
生
を
説
く
教

え
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
。
し
か
も
、
後
の
生
は
、
今
生
に
お
け
る
行
為
如
何
に
よ
っ
て
行
き
先
が
決
定
さ
れ
る
の
だ
と
い
う
。
こ
の

思
想
に
接
し
た
王
公
大
人
は
驚
き
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
と
い
う
。
仏
教
と
は
、
輪
廻
思
想
を
説
く
教
え
で
あ
り
、
即
ち
そ
れ
は
死
後
に
関

説
す
る
教
え
で
あ
り
、
死
（
と
そ
の
後
）
と
い
う
も
の
に
焦
点
を
当
て
る
教
え
と
し
て
、
中
国
で
仏
教
に
接
し
た
人
び
と
に
印
象
づ
け
ら

れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

（
）
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こ
こ
か
ら
、
中
国
に
お
い
て
は
、
そ
も
そ
も
仏
教
は
死
後
と
密
接
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

死
後
に
関
心
を
抱
く
も
の
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
重
要
と
な
る
の
は
、
命
を
終
え
る
ま
さ
に
そ
の
時
に
ど
う
す
る
か
（
臨
終
行
儀
）
で

あ
ろ
う
。

慧
思
の
場
合

　

自
ら
末
法
の
中
に
い
る
と
考
え
て
い
た
慧
思
の
臨
終
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。『
続
高
僧
伝
』「
慧
思
伝
」
は
次
の
よ

う
に
描
写
す
る
。

臨
將
終
時
。
…
…
告
衆
人
曰
。「
若
有
十
人
不
惜
身
命
。
常
修
法
華
般
舟
念
佛
三
昧
方
等
懺
悔
。
常
坐
苦
行
者
。
随
有
所
須
吾
自
供

給
必
相
利
益
。
如
無
此
人
吾
當
遠
去
」。
苦
行
事
難
竟
無
答
者
。
因
屏
衆
斂
念
。
泯
然
命
終
。
小
僧
雲
辯
。
見
気
乃
絶
号
吼
大
叫
。

思
便
開
目
曰
。「
汝
是
悪
魔
。
我
将
欲
去
。
衆
聖
畟
然
相
迎
極
多
。
論
受
生
処
。
何
意
驚
動
妨
乱
吾
耶
。
痴
人
出
去
」。
因
更
摂
心
諦

坐
至
尽
。
咸
聞
異
香
満
於
室
内
。
頂
煗
身
軟
顔
色
如
常
。�

（
大
正
五
〇
・
五
六
三
ｃ
）

将
に
終
わ
ら
ん
と
す
る
時
に
臨
ん
で
、
…
…
衆
人
に
告
げ
て
曰
く
、「
若
し
十
人
の
身
命
を
惜
し
ま
ず
し
て
、
常
に
法
華
・
般
舟
念

仏
三
昧
・
方
等
・
懺
悔
を
修
し
、
常
座
苦
行
す
る
も
の
有
ら
ば
、
須
ゆ
る
所
有
る
に
随
っ
て
、
吾
れ
、
自
ら
供
給
し
て
必
ず
相
利
益

せ
ん
。
如
し
此
の
人
無
く
ん
ば
、
吾
れ
当
に
遠
く
去
る
べ
し
」
と
。
苦
行
事
難
く
、
竟
に
答
ふ
る
者
無
し
。
因
っ
て
衆
を
屏
け
て
念

を
斂
め
、
泯
然
と
し
て
命
終
す
。
小
僧
雲
辯
、
気
の
乃
ち
絶
す
る
を
見
て
号
吼
大
叫
せ
り
。
思
、
便
ち
目
を
開
き
て
曰
く
、「
汝
は

是
れ
悪
魔
な
り
。
我
れ
将
に
去
ら
ん
と
欲
す
る
に
、
衆
聖
畟
然
と
し
て
相
い
迎
う
る
こ
と
極
め
て
多
く
、
受
生
の
処
を
論
ず
。
何
の

意
ぞ
驚
動
し
て
吾
れ
を
妨
乱
す
る
や
。
痴
人
出
で
去
れ
」
と
。
因
っ
て
更
に
心
を
摂
め
諦
坐
し
尽
く
る
に
至
る
。
咸
く
異
香
の
室
内

に
満
つ
る
を
聞
く
。
頂
煗あ

た
たか
く
身
軟
か
に
し
て
顔
色
常
の
如
し
。
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こ
こ
で
、
慧
思
は
「
十
人
不
惜
身
命
、
常
修
法
華
般
舟
念
佛
三
昧
方
等
懺
悔
、
常
坐
苦
行
者
」
が
い
な
け
れ
ば
「
当
に
遠
く
去
る
べ
し
」

と
言
う
。
こ
れ
は
、
慧
思
は
自
ら
の
寿
命
の
長
さ
を
自
由
に
変
更
で
き
る
か
の
よ
う
に
読
み
取
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
「
遠
去
」
は
、

た
だ
単
に
「
死
ぬ
」
こ
と
を
指
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
が
、『
立
誓
願
文
』
で
慧
思
が
ひ
た
す
ら
「
長
寿
仙
」

と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
こ
と
や
、
死
ぬ
こ
と
を
意
味
す
る
「
遠
逝
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
そ
れ
と
は
異
な
る
表
現

を
わ
ざ
わ
ざ
用
い
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考
え
併
せ
る
と
、
そ
う
と
ば
か
り
も
言
え
な
い
。
で
は
、
そ
の
「
遠
く
」
と
は
ど
こ
で
あ
る
の
か
。

仏
教
一
般
の
発
想
を
も
っ
て
考
え
る
な
ら
ば
、「
浄
土
」
も
し
く
は
「
涅
槃
」
を
指
す
と
考
え
る
の
が
最
も
自
然
で
あ
る
。
し
か
し
、
慧

思
が
雲
辯
に
語
っ
た
言
葉
の
中
に
は
「
衆
聖
…
…
受
生
の
処
を
論
ず
」
と
あ
り
、
慧
思
の
死
は
い
わ
ゆ
る
浄
土
へ
の
「
往
生
」
で
は
な
く
、

再
び
人
間
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
こ
と
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。『
立
誓
願
文
』
の
中
で
は
、「
不
願
生
天
及
余
趣
。（
天
及
び
余
趣

に
生
ず
る
こ
と
を
ば
願
わ
ず
。）」（
大
正
四
六
・
七
九
一
ｃ
）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
も
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
多
く
の
願
の
中
で

「
此
の
身
」
に
お
い
て
成
就
す
る
こ
と
を
誓
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
も
「
受
生
の
処
」
が
人
界
を
指
し
て
い
る
と
い
う
推
測
を
補
強
す
る
。

さ
ら
に
、
慧
思
の
死
骸
は
生
き
て
い
る
と
き
と
何
ら
変
わ
り
が
な
か
っ
た
（
頂
煗
身
軟
顔
色
如
常
）
と
い
い
、
慧
思
の
死
が
普
通
の
も
の
で

な
か
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
こ
こ
に
は
道
教
の
「
尸
解
」
の
発
想
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
て
、
ま
ず
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
に
見
ら
れ
る
の
は
、
死
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
ひ
た
す
ら
（
弥
勒
仏
出
世
の
五
十
六
億
七
千
万
年
後
ま
で
）
延
長
さ

れ
る
現
世
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
慧
思
の
場
合
は
、
臨
終
行
儀
は
お
ろ
か
臨
終
そ
の
も
の
が
無
か
っ
た
の
だ
と
す
ら
言
い
得
よ
う
。

智
顗
の
場
合

　

慧
思
の
弟
子
で
あ
る
智
顗
は
、
臨
終
に
際
し
て
『
法
華
経
』
と
『
無
量
寿
経
』
と
を
諸
僧
に
読
誦
さ
せ
て
い
る
。
智
顗
は
西
に
面
し
て

臥
せ
、
阿
弥
陀
仏
、
般
若
波
羅
蜜
、
観
音
の
名
を
称
え
て
臨
終
に
備
え
た
。
十
一
月
二
十
一
日
、
諸
僧
に
『
無
量
寿
経
』
を
読
誦
さ
せ
て

い
る
。

（
）
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）

10



10

聽
無
量
壽
竟
。
讃
曰
。
四
十
八
願
莊
嚴
淨
土
。
華
池
寶
樹
易
往
無
人
。
火
車
相
現
能
改
悔
者
。
尚
復
往
生
況
戒
慧
熏
修
。
行
道
力
故

實
不
唐
捐
。�

（
大
正
五
〇
・
一
九
六
ａ
）

『
無
量
寿
（
無
量
寿
経
）』
を
聴
き
竟
り
て
、
讃
じ
て
曰
く
。「
四
十
八
願
も
て
浄
土
を
荘
厳
す
、
華
池
宝
樹
に
は
往
き
易
く
し
て
人

な
し
。
火
車
の
相
現
ず
る
も
よ
く
改
悔
せ
ば
、
尚
お
復
た
往
生
す
。
況
や
戒
慧
熏
修
せ
る
を
や
。
行
道
力
の
故
に
実
に
唐
捐
な
ら

じ
」
と
。

『
無
量
寿
経
』
の
読
誦
が
終
わ
る
や
讃
じ
た
中
の
「
戒
慧
熏
修
せ
る
」
と
は
智
顗
自
身
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
智
顗
は

自
ら
が
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
往
生
す
る
こ
と
を
疑
っ
て
は
い
な
い
。

　

い
ま
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
こ
れ
が
史
実
で
あ
っ
た
か
否
か
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
た
と
え
後
世
の
付
加
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
智
顗

ほ
ど
の
重
要
人
物
が
阿
弥
陀
仏
浄
土
へ
の
往
生
を
願
い
、
そ
れ
を
成
し
遂
げ
た
と
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

智
顗
撰
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
『
観
無
量
寿
経
疏
』（
大
正
三
七
所
収
）
は
、
現
在
の
研
究
で
は
後
の
仮
託
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、

近
代
に
至
る
ま
で
は
智
顗
の
真
撰
と
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
四
明
知
礼
（
九
六
〇
─
一
〇
二
八
）
が
こ
れ
の
注
釈
書
『
妙
宗

鈔
』
三
巻
（
大
正
三
七
所
収
）
を
著
し
て
、「
天
台
五
小
部
」
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
智
顗
著
作
の
中
で
も
最
も

重
要
な
も
の
の
一
つ
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
。
そ
も
そ
も
、
阿
弥
陀
仏
と
そ
の
浄
土
を
い
か
に
観
察
す
べ
き
か
を
具
体
的
に
説
い
た
『
観

無
量
寿
経
』
を
智
顗
が
注
釈
し
た
と
い
う
伝
承
と
臨
終
の
際
の
描
写
と
を
併
せ
て
考
え
れ
ば
、
智
顗
が
熱
烈
な
阿
弥
陀
仏
信
仰
を
持
っ
て

い
た
と
受
け
取
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
。

　

智
顗
の
師
で
あ
る
慧
思
に
も
、
阿
弥
陀
仏
へ
の
信
仰
が
あ
っ
た
こ
と
は
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
『
立
誓
願
文
』
は
、
阿
弥
陀
仏
へ

と
成
仏
す
る
前
の
法
蔵
菩
薩
の
誓
願
の
形
式
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

（
）
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し
か
し
な
が
ら
、
慧
思
の
場
合
は
、
死
後
往
生
の
先
と
し
て
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
慧
思
は
、
あ

く
ま
で
、
未
来
の
弥
勒
仏
が
こ
の
世
界
に
出
現
す
る
際
に
そ
の
説
法
の
座
に
連
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
阿
弥
陀
仏
の
浄

土
に
関
し
て
は
殆
ど
念
頭
に
は
無
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。

　

中
国
に
お
け
る
浄
土
教
の
系
譜
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
廬
山
流
、
慈
泯
流
、
善
導
流
な
ど
が
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
を
ど
の
よ
う
な
人
物
が
ど
の
よ
う
に
伝
承
し
て
き
た
の
か
、
未
だ
詳
ら
か
に
は
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
し
て
や
、
専

門
家
で
あ
る
学
僧
以
外
の
一
般
民
衆
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
浄
土
教
が
受
容
さ
れ
て
き
た
の
か
、
断
片
的
に
し
か
分
か
っ
て
は
い
な

い
。
そ
れ
で
も
、
宋
代
に
至
っ
て
、
天
台
宗
の
系
譜
に
重
要
な
浄
土
教
思
想
が
現
れ
出
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
脈
々
と
天
台
浄
土
教
の
思

想
が
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
確
実
で
あ
ろ
う
。

日
本
の
源
信
以
降

　

天
台
思
想
と
浄
土
思
想
の
日
本
へ
の
流
伝
を
考
え
る
に
は
、
や
は
り
勧
学
会
か
ら
二
十
五
三
昧
会
に
至
る
念
仏
結
社
に
指
を
屈
さ
ね
ば

な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
特
に
、
学
問
僧
に
限
ら
ず
普
及
し
た
と
い
う
点
で
も
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

勧
学
会
は
、
応
和
四
（
九
六
四
）
年
頃
か
ら
大
学
寮
の
学
生
と
比
叡
山
の
僧
侶
と
が
『
法
華
経
』
の
講
義
や
念
仏
会
を
行
っ
た
法
会
で

あ
る
。
こ
こ
に
は
、
後
に
二
十
五
三
昧
会
に
も
関
わ
っ
た
慶
滋
保
胤
も
参
加
し
て
い
た
。
慶
滋
保
胤
は
、『
日
本
往
生
極
楽
記
』
の
著
者

で
も
あ
る
。

　

日
本
の
浄
土
教
思
想
に
決
定
的
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
恵
心
僧
都
源
信
（
九
四
二
─
一
〇
一
七
）
で
あ
る
。

殊
に
、
永
観
二
（
九
八
四
）
年
に
起
稿
し
翌
年
に
完
成
し
た
『
往
生
要
集
』
は
、
学
僧
の
み
な
ら
ず
俗
人
に
対
し
て
も
大
き
な
影
響
を
与

え
た
。
こ
れ
は
、
母
の
死
を
き
っ
か
け
に
願
生
の
思
い
を
強
く
し
た
こ
と
が
執
筆
の
契
機
に
な
っ
た
と
い
う
。
寛
和
二
（
九
八
六
）
年
に

（
）

12
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宋
の
周
文
徳
に
託
し
て
国
清
寺
へ
と
送
っ
た
と
こ
ろ
、
道
俗
が
讃
仰
し
た
と
い
う
。
特
に
、「
臨
終
行
儀
」
と
い
う
一
章
が
設
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
相
俟
っ
て
、
い
か
に
浄
土
往
生
を
遂
げ
る
か
が
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
往
生
要
集
』
が
完
成
し
た
年
に
は
『
二

十
五
三
昧
式
』
を
著
し
、
念
仏
結
社
で
あ
る
二
十
五
三
昧
会
を
結
成
す
る
。
こ
の
二
十
五
三
昧
会
に
は
慶
滋
保
胤
が
結
成
に
関
わ
っ
た
。

二
十
五
三
昧
会
に
参
加
し
た
際
に
は
、
慶
滋
保
胤
は
出
家
し
て
心
覚
と
称
し
て
い
た
と
さ
れ
る
（
後
に
更
に
寂
心
と
改
め
た
）。
慶
滋
保
胤

が
著
し
た
と
さ
れ
る
「
二
十
五
三
昧
起
請
」（
大
正
八
四
所
収
）
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
参
加
者
間
の
取
り
決
め
と
し
て
定
め
ら
れ
て

い
る
。

•

可
毎
月
十
五
日
勤
修
念
佛
三
昧
事

•

可
念
佛
結
願
次
誦
光
明
眞
言
加
持
土
砂
事

•

可
調
心
護
道
擇
人
補
闕
事

•

可
建
立
別
處
號
往
生
院
結
衆
病
時
令
移
住
事

•

可
結
衆
病
間
結
番
瞻
視
事

•

可
點
定
結
衆
墓
處
號
花
臺
廟
二
季
修
念
佛
事

•

可
常
念
西
方
深
積
功
力
事

•

可
結
衆
沒
後
守
義
修
善
事

こ
れ
に
依
る
と
、
結
衆
の
中
に
病
ん
だ
者
が
い
れ
ば
、
往
生
院
へ
と
移
し
、
念
仏
を
修
し
て
そ
の
極
楽
往
生
を
願
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

勧
学
会
か
ら
二
十
五
三
昧
会
へ
と
至
る
こ
の
流
れ
は
、
当
時
の
貴
族
社
会
に
お
い
て
、『
法
華
経
』
と
浄
土
往
生
を
願
う
念
仏
と
が
極

め
て
自
然
に
同
居
し
て
い
た
こ
と
を
端
的
に
表
す
も
の
だ
と
言
え
よ
う
。
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貴
族
の
邸
宅
を
改
造
し
た
寺
院
で
は
、
法
華
堂
と
常
行
堂
が
備
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
う
点
か
ら
も
見
て
取
れ
る
。
法

華
堂
は
法
華
懺
法
を
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
滅
罪
を
期
す
も
の
で
あ
り
、
常
行
堂
は
念
仏
三
昧
を
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
阿
弥
陀
仏
に
直

接
見
え
る
こ
と
を
期
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

臨
池
伽
藍

　

日
本
の
仏
教
寺
院
の
中
で
も
、
浄
土
教
に
関
わ
る
伽
藍
に
は
「
臨
池
伽
藍
」
と
い
う
形
式
を
採
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

　

臨
池
伽
藍
と
は
、
小
野
健
吉
が
提
唱
す
る
概
念
で
あ
る
。「
そ
の
寺
院
の
中
核
と
な
る
よ
う
な
仏
堂
の
前
面
に
池
を
配
置
す
る
よ
う
な

伽
藍
（
寺
院
空
間
）」
と
定
義
さ
れ
る
［
小
野
健
吉
二
〇
一
四
］。
そ
の
主
た
る
モ
チ
ー
フ
は
『
観
無
量
寿
経
』
等
に
説
か
れ
る
阿
弥
陀
仏

の
安
楽
国
土
（
極
楽
浄
土
）
の
あ
り
さ
ま
で
あ
る
か
ら
、「
浄
土
庭
園
」「
净
土
園
林
」
と
も
称
さ
れ
る
。
い
ま
は
、
浄
土
の
模
写
で
あ
る

こ
と
は
大
前
提
と
し
つ
つ
も
、
そ
の
形
態
に
着
目
し
た
「
臨
池
伽
藍
」
と
い
う
名
称
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
い
。

　

さ
て
、
臨
池
伽
藍
は
、
中
国
の
石
窟
壁
画
な
ど
に
も
見
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
浄
土
変
相
図
に
描
か
れ
る
伽
藍
や
宮
殿
の
描
写
に
範
を
取

っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
夙
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
。［
森
蘊
一
九
四
五
］
は
、
庭
園
の
造
形
に
お
い
て
も
自
然
景
観
を
賞
美
す
る
傾
向

が
上
古
に
ま
で
遡
り
う
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
日
本
に
仏
教
が
伝
来
し
た
こ
と
が
土
木
技
術
の
将
来
を
促
し
、
宮
廷
を

中
心
に
庭
園
造
形
も
大
き
く
進
歩
し
た
と
す
る
。
森
は
、
天
智
天
皇
（
在
位
六
六
八
─
六
七
一
）
が
大
津
京
へ
と
遷
都
し
造
営
し
た
大
津
宮

（
近
江
宮
）
が
琵
琶
湖
を
前
面
に
控
え
て
泉
水
に
見
立
て
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
現
在
で
は
、
大
津
京
に
先
立
つ
飛
鳥
京
に
お
い
て
苑
池

が
造
営
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
斉
明
天
皇
（
在
位
六
四
二
─
六
四
五
）
の
代
か
ら
始
ま
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
［
橿
原
考
古
学

研
究
所
二
〇
〇
二
、
二
〇
一
二
］。「
飛
鳥
京
跡
苑
池
」
と
し
て
国
の
史
蹟
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
（
二
〇
〇
三
年
指
定
）。
と
も
あ
れ
、

森
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
仏
教
思
想
の
流
入
が
庭
園
内
に
苑
池
を
造
営
す
る
こ
と
を
大
い
に
促
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
当
時
に
あ

っ
て
は
、
仏
教
及
び
仏
教
寺
院
は
最
高
の
文
化
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
貴
族
の
邸
宅
や
寺
院
に
苑
池
が
造
営
さ
れ
る
よ
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う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
極
め
て
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

　
［
三
宮
千
佳
二
〇
一
四
］
は
、
平
等
院
鳳
凰
堂
の
よ
う
な
臨
池
伽
藍
（
三
宮
は
「
池
を
伴
う
庭
園
施
設
」
と
表
現
）
へ
の
影
響
関
係
を
詳
細

に
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
三
宮
は
、
鳳
凰
堂
に
は
モ
デ
ル
と
な
っ
た
も
の
が
あ
り
、
奈
良
時
代
に
建
立
さ
れ
た
阿
弥
陀
浄
土
院
に
倣
っ
て

建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
阿
弥
陀
浄
土
院
は
、
中
国
の
皇
帝
が
も
つ
庭
園
（「
苑
」）
に
範
を
取
っ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
「
最
高
の
庭
園
」
を
演
出
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
中
国
皇
帝
の
庭
園
を
模
し
た
も
の
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
の
庭
園
の

中
に
い
る
者
が
中
国
皇
帝
で
あ
る
か
の
よ
う
な
万
能
感
と
浄
土
に
往
生
し
た
と
い
う
開
放
感
と
に
浸
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、

想
像
に
難
く
な
い
。

　

こ
こ
に
貴
族
た
ち
が
注
目
し
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

　

南
都
仏
教
の
伽
藍
で
は
礼
拝
の
た
め
の
施
設
は
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
清
水
擴
は
、「
人
間
が
礼
拝
す
る

施
設
＝
礼
堂
の
発
生
は
、
仏
教
建
築
の
大
き
な
展
開
で
あ
っ
た
」
と
し
て
、
こ
れ
を
平
安
時
代
の
伽
藍
の
特
徴
と
す
る
。
こ
れ
は
、
修
行

者
で
は
な
い
礼
拝
者
と
い
う
も
の
の
存
在
が
意
識
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う
。

　

藤
原
道
長
を
は
じ
め
多
く
の
貴
族
は
、
出
家
し
て
は
い
て
も
、
出
家
後
も
政
治
か
ら
手
を
引
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
こ
と
に
も
表

れ
て
い
る
よ
う
に
、
伽
藍
を
造
営
す
る
ほ
ど
の
貴
族
は
、
必
ず
し
も
仏
教
を
専
門
的
に
学
ん
だ
わ
け
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
た
と
え
身
分

と
し
て
は
僧
侶
と
な
っ
て
い
て
も
、
彼
ら
は
実
際
に
修
行
を
行
う
場
で
あ
る
「
内
陣
」
よ
り
は
、
一
般
の
参
拝
席
に
身
を
置
い
て
い
た
は

ず
で
あ
る
。

　

で
は
、
そ
の
参
拝
席
は
ど
こ
に
想
定
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、
そ
こ
に
視
座
を
置
い
て
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。
平

安
時
代
に
は
多
く
の
寺
院
が
造
営
さ
れ
た
が
、
い
ま
は
平
等
院
に
着
目
し
つ
つ
、
そ
の
対
比
と
し
て
、
法
成
寺
に
も
焦
点
を
当
て
て
い
く
。

法
成
寺
を
造
営
し
た
藤
原
道
長
は
、
平
等
院
を
造
営
し
た
藤
原
頼
通
の
父
で
あ
る
。

（
）
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法 

成 

寺

　

法
成
寺
は
、
藤
原
道
長
（
九
六
六
─
一
〇
二
七
）
が
自
ら
の
邸
宅
で
あ
る
土
御
門
殿
の
東
に
建
立
し
た
寺
院
で
あ
る
。
現
在
で
は
、
堂
塔

な
ど
は
す
べ
て
失
わ
れ
、
京
都
市
内
で
も
家
屋
密
集
地
に
な
る
こ
と
か
ら
、
発
掘
調
査
も
十
分
に
は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
、
当

時
栄
華
を
極
め
た
藤
原
道
長
に
よ
る
建
立
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
に
関
説
さ
れ
、
比
較
的
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

法
成
寺
内
に
建
て
ら
れ
た
阿
弥
陀
堂
は
、「
無
量
寿
院
」
と
称
さ
れ
、
九
体
の
丈
六
阿
弥
陀
仏
像
を
安
直
す
る
大
規
模
な
も
の
で
あ
っ

た
。『
観
無
量
寿
経
』
に
説
か
れ
る
九
品
往
生
に
ち
な
ん
だ
九
体
阿
弥
陀
仏
像
は
、
そ
の
後
も
い
く
つ
か
の
例
が
見
ら
れ
る
が
、
法
成
寺

無
量
寿
院
こ
そ
は
そ
の
嚆
矢
で
あ
っ
た
。

　

藤
原
道
長
が
法
成
寺
を
建
立
し
よ
う
と
し
た
き
っ
か
け
は
、
寛
仁
二
（
一
〇
一
八
）
年
の
暮
に
内
裏
に
お
い
て
胸
病
の
発
作
に
み
ま
わ

れ
て
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
寛
仁
四
（
一
〇
二
〇
）
年
三
月
二
十
二
日
に
は
無
量
寿
院
が
完
成
し
、
九
体
阿
弥
陀
堂

供
養
が
執
り
行
わ
れ
た
。
そ
の
後
も
病
状
は
一
進
一
退
を
続
け
、
容
易
に
回
復
の
兆
し
を
み
せ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
病
苦
に

耐
え
か
ね
た
道
長
は
、
翌
年
四
月
に
出
家
し
て
行
覚
と
名
乗
っ
た
。
五
月
に
は
再
び
病
状
が
悪
化
し
、
道
長
も
こ
の
時
は
死
を
覚
悟
し
た

ほ
ど
で
あ
っ
た
。
九
体
阿
弥
陀
堂
（
無
量
寿
院
）
造
営
の
発
願
は
眼
前
に
迫
っ
た
死
と
の
対
面
の
中
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に

道
長
の
内
面
に
お
け
る
浄
土
信
仰
の
占
め
る
位
置
を
推
測
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
法
成
寺
落
成
の
盛
大
な
様
子
は
『
栄
華
物
語
』

「
お
む
が
く
」
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

果
た
し
て
、
道
長
は
法
成
寺
無
量
寿
院
に
お
い
て
臨
終
を
迎
え
る
。『
栄
華
物
語
』「
つ
る
の
は
や
し
」
は
、
ほ
ぼ
全
篇
が
道
長
臨
終
の

場
面
の
描
写
で
あ
る
。
万
寿
四
（
一
〇
二
五
）
年
、
六
二
歳
と
な
っ
た
道
長
は
、
自
ら
の
死
期
を
悟
る
。
法
成
寺
の
東
の
五
大
堂
か
ら
東

橋
を
渡
っ
て
中
島
、
さ
ら
に
西
橋
を
渡
り
、
西
の
阿
弥
陀
堂
（
無
量
寿
院
）
に
籠
も
る
。
境
内
の
諸
伽
藍
を
巡
っ
た
の
は
、
極
楽
に
化
生

す
る
さ
ま
を
体
験
す
る
た
め
で
あ
っ
た
ろ
う
。
無
量
寿
院
の
中
で
、
九
体
の
阿
弥
陀
仏
像
の
手
に
繋
が
る
糸
を
取
っ
て
僧
侶
た
ち
の
読
経
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の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
道
長
は
亡
く
な
っ
た
。

　

無
量
寿
院
は
、
創
建
さ
れ
た
当
初
の
道
長
の
目
的
に
見
事
に
応
じ
た
と
言
っ
て
も
良
い
で
あ
ろ
う
。

平
等
院
鳳
凰
堂

　

平
等
院
は
、
藤
原
頼
通
が
宇
治
川
の
別
荘
を
改
め
て
寺
院
と
し
、
平
等
院
と
号
し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
本
堂
の
供
養
法
要
が
行
わ
れ
た

の
は
、
伝
教
大
師
最
澄
の
作
と
さ
れ
た
『
末
法
灯
明
記
』
な
ど
に
お
い
て
末
法
の
初
年
と
考
え
ら
れ
て
い
た
永
承
七
（
一
〇
五
二
）
年
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
も
っ
と
も
、
こ
の
年
に
は
、
鳳
凰
堂
は
ま
だ
完
成
し
て
お
ら
ず
、
阿
弥
陀
堂
（
現
在
の
鳳
凰
堂
）
の
供
養
法
会
が
行
わ

れ
た
の
は
、
翌
天
喜
元
（
一
〇
五
三
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
既
存
の
寝
殿
を
改
装
し
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
本
堂
に
比
べ
て
、

阿
弥
陀
堂
は
は
る
か
に
複
雑
か
つ
豪
華
な
造
り
に
な
っ
て
い
る
。
苑
池
も
阿
弥
陀
堂
を
中
心
に
し
て
造
ら
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

法
要
儀
式
が
行
わ
れ
た
順
序
こ
そ
鳳
凰
堂
に
本
堂
が
先
立
つ
も
の
の
、
工
事
そ
の
も
の
は
阿
弥
陀
堂
が
優
先
し
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
［
福
山
敏
男
一
九
六
四
：
六
九
］。
こ
の
意
味
で
は
、
建
物
の
完
成
こ
そ
、
大
日
如
来
を
安
置
し
た
本
堂
が
先
行
し
た
が
、
そ

の
構
想
に
お
い
て
は
初
め
か
ら
阿
弥
陀
堂
が
中
心
に
据
え
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

頼
通
は
、
父
道
長
の
造
営
し
た
法
成
寺
に
塔
を
供
養
し
、
永
承
五
（
一
〇
五
〇
）
年
に
は
講
堂
・
経
蔵
・
鐘
楼
を
相
次
い
で
供
養
し
て

い
る
。

　

阿
弥
陀
堂
は
、
定
朝
に
よ
る
阿
弥
陀
座
像
を
安
置
す
る
中
堂
の
左
右
に
、
先
端
に
釣
殿
を
備
え
た
二
階
建
て
の
廊
下
が
伸
び
て
い
る
。

ま
た
、
中
堂
の
背
後
に
も
一
階
建
て
の
廊
下
が
伸
び
て
い
る
。
中
堂
か
ら
左
右
に
伸
び
る
廊
下
を
鳳
凰
の
翼
に
、
背
後
の
廊
下
を
尾
に
見

立
て
て
、
翼
を
拡
げ
る
鳳
凰
の
よ
う
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
阿
弥
陀
堂
は
「
鳳
凰
堂
」
と
称
さ
れ
る
。

　

本
論
に
お
い
て
注
目
し
た
い
の
は
、
参
拝
者
が
ど
こ
か
ら
阿
弥
陀
仏
を
礼
拝
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

　

ほ
と
ん
ど
の
阿
弥
陀
堂
は
、
参
拝
者
が
そ
の
堂
内
に
あ
っ
て
阿
弥
陀
仏
を
拝
し
、
ま
た
堂
舎
に
臨
ん
で
繞
ら
さ
れ
た
池
を
振
り
返
っ
て
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覧
て
は
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
化
生
し
た
自
ら
を
擬
似
的
に
体
験
す
る
こ
と
を
目
論
ん
だ
も
の
で
あ
っ
た
。
法
成
寺
無
量
寿
院
の
道
長
臨
終

の
場
面
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
阿
弥
陀
仏
像
の
指
に
糸
を
結
び
、
そ
の
糸
を
手
に
取
っ
て
臨
終
の
間
際
に
阿
弥
陀
仏
や
聖
衆
の
来
迎
を
感

じ
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
必
然
的
に
そ
の
体
は
堂
内
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
臨
終
行
儀
の
み
な
ら
ず
、
観
想
念
仏
に
お
い
て
も
、

自
ら
が
浄
土
に
居
る
と
い
う
思
い
の
中
で
行
っ
た
方
が
効
果
的
で
あ
ろ
う
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
鳳
凰
堂
で
は
、
参
拝
者
は
、
堂
舎
の
外
か
ら
参
拝
す
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

　

鳳
凰
堂
内
部
は
極
め
て
狭
い
。
阿
弥
陀
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
る
中
堂
内
部
は
、
阿
弥
陀
仏
が
安
置
さ
れ
て
い
る
須
弥
壇
が
床
面
の
か
な

り
の
部
分
を
占
め
て
お
り
、
内
陣
の
み
で
、
参
拝
席
は
設
定
さ
れ
て
い
な
い
［
小
野
健
吉
二
〇
一
五
］。
参
拝
者
は
、
阿
字
池
（
苑
池
）

の
対
岸
に
設
え
ら
れ
た
小
御
所
か
ら
中
堂
に
安
置
さ
れ
た
阿
弥
陀
仏
像
を
遙
拝
す
る
形
に
な
っ
て
い
る
［
福
山
敏
男
一
九
六
八
］。
こ
の

小
御
所
は
、
残
念
な
が
ら
現
在
に
ま
で
残
っ
て
は
い
な
い
が
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
そ
の
礎
石
が
見
つ
か
っ
て
い
る
［
宇
治
市
歴
史
資
料

館
二
〇
〇
三
］。

　

ま
た
、
翼
廊
は
二
階
建
て
に
な
っ
て
い
る
が
、
人
が
上
が
れ
な
い
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、
と
て
も
人
が
立
っ
て
動
け
る
よ
う
な
高
さ

で
は
な
い
。

　

平
等
院
鳳
凰
堂
よ
り
も
や
や
遅
れ
て
白
河
天
皇
に
よ
っ
て
承
保
三
（
一
〇
七
六
）
年
に
建
立
さ
れ
た
法
勝
寺
に
も
、
鳳
凰
堂
と
同
じ
よ

う
な
翼
廊
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
［
福
山
敏
男
一
九
五
八
］。
翌
承
暦
元
（
一
〇
七
七
）
年
に
執
り
行
わ
れ
た
供
養
法
要
の
様
子

を
記
し
た
藤
原
通
俊
『
承
暦
元
年
法
勝
寺
供
養
記
』
に
次
の
よ
う
な
描
写
が
あ
る
。

菩
薩
左
右
十
五
人
、
昇
二
階
廊
散
花�

（『
続
群
書
類
従
』
第
七
八
一
巻
、
第
二
七
輯
上
、
釈
家
部
四
、
一
二
九
ａ
）

菩
薩
（
の
姿
を
し
た
者
が
）
左
右
に
十
五
人
い
て
、
二
階
の
廊
（
楼
）
に
昇
っ
て
散
華
し
た
。
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こ
れ
に
よ
る
と
、
承
暦
元
（
一
〇
七
七
）
年
に
催
さ
れ
た
法
要
で
は
、
菩
薩
に
扮
し
た
者
が
二
階
か
ら
散
華
し
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、

法
勝
寺
の
金
堂
か
ら
延
び
る
回
廊
に
は
二
階
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ち
ょ
う
ど
、
鳳
凰
堂
の
翼
廊
の
よ
う
に
二
階
建
て
で
あ
っ

た
わ
け
だ
が
、
法
勝
寺
の
そ
れ
は
人
が
昇
る
こ
と
が
出
来
る
ほ
ど
の
規
模
で
あ
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。［
冨
島
義
幸
二
〇
一
〇
：
二

五
］
は
、
儀
式
等
の
際
に
は
翼
廊
の
二
階
に
人
が
立
ち
入
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。
冨
島
は
、

先
に
挙
げ
た
『
承
暦
元
年
法
勝
寺
供
養
記
』
の
描
写
を
例
に
し
て
鳳
凰
堂
も
同
様
で
あ
っ
た
ろ
う
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
法
勝
寺
金
堂
と

平
等
院
鳳
凰
堂
と
で
は
規
模
が
大
き
く
異
な
る
。
た
と
え
鳳
凰
堂
翼
廊
の
二
階
に
人
が
上
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
極
め
て
イ
レ
ギ

ュ
ラ
ー
な
こ
と
で
あ
っ
た
に
違
い
は
無
い
。
参
拝
や
行
道
の
た
め
で
は
な
く
、
法
要
の
荘
厳
の
一
部
で
あ
っ
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
と
考
え

る
の
が
自
然
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
法
勝
寺
の
法
要
に
お
い
て
も
な
お
、
翼
廊
の
二
階
に
い
る
人
物
は
「
菩
薩
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
あ
く
ま
で
そ
の
伽
藍
が
浄
土
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
表
す
た
め
の
荘
厳
の
一
部
分
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
供
養
法
要
の

施
主
や
導
師
な
ど
儀
式
の
中
心
人
物
が
翼
廊
に
上
が
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
を
表
し
て
い
る
。
よ
り
規
模
の
大
き
い
法
勝
寺
で
す
ら
そ

う
な
の
で
あ
る
か
ら
、
鳳
凰
堂
に
お
い
て
も
、
法
要
の
中
心
人
物
（
例
え
ば
施
主
の
藤
原
頼
通
）
が
翼
廊
の
二
階
に
上
が
る
こ
と
は
想
定
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

　

従
っ
て
、
鳳
凰
堂
の
翼
廊
は
、
そ
の
先
端
の
楼
閣
部
分
も
含
め
て
、
装
飾
と
し
て
の
役
割
し
か
考
え
ら
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
当
然
な
が

ら
実
際
の
使
用
に
は
耐
え
得
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
翼
廊
な
ど
の
造
作
は
、
建
物
の
外
部
か
ら
見
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
非
実
用
的
な
ま
で
に
縮
小
さ
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
高
大
な
る
こ
と
を
仰
ぎ
見
る
た
め
で
は
な
く
、

む
し
ろ
建
物
の
全
体
像
を
見
せ
る
こ
と
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
冒
頭
に
述
べ
た
ミ
ニ
チ
ュ
ア
の
よ
う
な
印
象
は
、
む

し
ろ
そ
れ
が
意
図
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
翼
を
拡
げ
た
鳳
凰
の
姿
に
擬
え
た
と
さ
れ
る
非
常
に
凝
っ
た
造
り

は
、
堂
内
に
お
い
て
阿
弥
陀
仏
像
に
面
す
る
こ
と
よ
り
も
、
堂
外
の
小
御
所
か
ら
池
越
し
に
極
楽
の
情
景
を
模
し
た
も
の
と
し
て
建
物
自

体
を
覧
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
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結

　

鳳
凰
堂
の
阿
弥
陀
仏
に
参
拝
す
る
者
は
、
鳳
凰
堂
内
部
で
は
な
く
、
阿
字
池
を
隔
て
て
設
置
さ
れ
た
小
御
所
か
ら
礼
拝
し
た
。
こ
れ
は
、

法
成
寺
無
量
寿
院
で
は
建
物
の
中
か
ら
拝
し
た
こ
と
と
は
大
き
く
異
な
る
。

　

こ
の
よ
う
な
変
化
を
も
た
ら
し
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
考
え
得
る
だ
ろ
う
。

　

一
つ
は
、
平
等
院
は
法
成
寺
ほ
ど
に
大
規
模
で
は
な
か
っ
た
か
ら
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
な
ら
ば
、
わ
ざ
わ
ざ

広
い
面
積
を
取
り
づ
ら
い
中
島
の
上
に
造
営
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
。

　

次
に
考
え
ら
れ
る
の
が
、
信
仰
の
内
容
が
、
阿
弥
陀
仏
ら
に
よ
る
来
迎
を
期
待
す
る
も
の
か
ら
、
浄
土
へ
の
往
生
を
願
う
も
の
へ
と
変

化
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

両
者
は
同
じ
こ
と
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
阿
弥
陀
仏
の
来
迎
は
極
楽
へ
の
往
生
の
た
め
で
あ
る
。
極
楽
へ
の
往
生
は
、
下
品
下
生
で
あ

っ
て
も
金
蓮
華
が
迎
え
に
来
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
両
者
で
大
き
く
異
な
る
の
は
、
阿
弥
陀
仏
や
浄
土
と
の
距
離
感
で
あ
る
。
来
迎
を

期
待
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
文
字
通
り
迎
え
に
き
た
仏
や
聖
衆
と
ま
の
あ
た
り
に
接
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
一
対
一
で
向
か
い
合
う

関
係
を
意
味
す
る
。
道
長
が
亡
く
な
る
際
に
阿
弥
陀
仏
像
の
指
に
糸
を
結
び
、
そ
の
も
う
一
方
の
端
を
手
に
し
た
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る

よ
う
に
、
仏
と
個
々
の
衆
生
と
の
間
を
隔
て
る
も
の
は
無
い
に
等
し
い
状
態
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
来
迎
の
概
念
に
対

し
て
、
浄
土
へ
の
往
生
と
い
う
概
念
に
は
そ
れ
程
の
近
接
感
は
無
い
。
浄
土
に
往
生
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
、
必
ず
し
も
仏
に
ま
の
あ
た

り
遇
う
と
は
限
ら
な
い
。
浄
土
の
衆
生
の
数
に
入
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
だ
け
に
見
え
る
か
ら
で
あ
る
。

　

来
迎
を
願
っ
て
い
た
道
長
は
、
阿
弥
陀
仏
に
直
接
見
え
る
た
め
に
、
無
量
寿
院
（
阿
弥
陀
堂
）
の
内
部
か
ら
拝
し
た
。
苑
池
は
、
自
ら

が
阿
弥
陀
仏
と
対
面
す
る
背
景
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
阿
弥
陀
仏
に
対
面
す
る
参
拝
者
は
、
宝
池
を
そ
な
え
た
極
楽
に
化
生
し
た
か
の
よ

う
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
。「
こ
の
世
を
ば 

わ
が
世
と
ぞ
思
ふ 

望
月
の
虧か
け

た
る
こ
と
も 

な
し
と
思
へ
ば
」
と
詠
む
ほ
ど
に
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こ
の
世
の
栄
華
を
極
め
た
。
こ
の
歌
を
詠
ん
だ
の
は
寛
仁
二
（
一
〇
一
八
）
年
十
月
十
六
日
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
（
藤
原
実
資

『
小
右
記
』）。
法
成
寺
造
営
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
胸
の
発
作
は
、
同
じ
年
の
暮
れ
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
法
成
寺
及
び
無
量
寿
院
は
道
長

の
権
勢
が
最
高
潮
の
最
中
に
為
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
九
品
往
生
に
擬
え
て
九
体
阿
弥
陀
仏
像
を
安
置
し
た
道
長
で
は
あ
っ
た
が
、
自
ら

は
上
品
上
生
に
属
す
る
こ
と
を
疑
わ
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
目
の
前
の
阿
弥
陀
仏
像
は
道
長
を
極
楽
へ
と
導
く

た
め
に
迎
え
に
来
た
阿
弥
陀
仏
で
あ
り
、
背
景
の
池
は
極
楽
の
宝
池
で
あ
る
と
思
う
こ
と
が
で
き
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
息
子
の
頼
通
が
造
営
し
た
平
等
院
で
は
、
阿
弥
陀
仏
が
安
置
さ
れ
た
鳳
凰
堂
は
池
の
中
島
上
に
建
て
ら
れ
、
阿
字
池

を
挟
ん
だ
向
か
い
側
に
小
御
所
が
設
定
さ
れ
て
い
た
。
鳳
凰
堂
に
参
拝
す
る
と
は
、
小
御
所
か
ら
池
越
し
に
格
子
の
円
窓
か
ら
遙
拝
す
る

形
と
な
っ
た
。
池
の
水
に
よ
っ
て
隔
て
ら
れ
た
先
に
し
か
見
え
な
い
、
決
し
て
大
き
く
は
な
い
鳳
凰
堂
の
姿
は
、
一
種
の
遠
近
法
的
効
果

を
も
た
ら
す
。
そ
の
翼
廊
が
実
用
に
耐
え
な
い
程
に
ま
で
縮
小
さ
れ
、
決
し
て
近
づ
き
得
な
い
処
か
ら
手
を
合
わ
せ
る
し
か
な
い
鳳
凰
堂

の
外
観
は
、
参
拝
者
を
し
て
極
楽
浄
土
が
遠
く
に
あ
る
こ
と
を
感
じ
せ
し
め
た
。

　

こ
の
よ
う
な
変
化
の
契
機
の
一
つ
と
な
っ
た
の
が
、
自
己
認
識
の
変
化
で
あ
ろ
う
。

　
［
工
藤
美
和
子
二
〇
一
九
］
は
、
貞
慶
や
法
然
と
い
っ
た
鎌
倉
時
代
の
僧
侶
た
ち
が
自
ら
を
「
愚
」
と
称
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
。

愚
者
が
己
の
愚
た
る
こ
と
を
気
付
か
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
働
き
の
中
に
阿
弥
陀
仏
の
働
き
を
見
出
し
て
い
く
さ
ま
に
着
目
し
、
そ
の
対
比
と

し
て
、
自
ら
を
「
賢
者
」
或
い
は
「
転
輪
聖
王
」
と
し
て
仏
の
世
界
を
い
か
に
こ
の
世
に
実
現
し
て
い
く
か
に
邁
進
し
た
人
物
群
を
置
く
。

工
藤
は
、
道
長
・
頼
通
と
も
に
「
賢
者
」
側
の
人
物
と
し
て
、
道
長
の
法
成
寺
も
頼
通
の
平
等
院
も
「
こ
の
世
に
浄
土
が
現
じ
た
」
も
の

と
し
て
造
営
さ
れ
た
の
だ
と
い
う
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
親
子
で
あ
り
な
が
ら
も
、
阿
弥
陀
仏
や
浄
土
に
対
す
る
態
度
は
上
述
の
よ
う
に
異
な
っ
て
い
る
。
道
長
は
自
ら
が
浄

土
に
化
生
す
る
こ
と
を
疑
わ
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
頼
通
は
、
む
し
ろ
浄
土
を
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
と
捉
え
て
い
た
節
が
あ

る
。
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そ
の
原
因
と
な
っ
た
の
は
、
二
人
の
親
子
関
係
が
必
ず
し
も
円
満
で
は
な
か
っ
た
こ
と
等
も
あ
ろ
う
。
頼
通
の
時
代
に
は
道
長
の
時
代

の
よ
う
に
外
戚
と
し
て
の
権
勢
を
誇
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
た
こ
と
も
影
響
し
て
い
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
自
分
自

身
の
力
の
縮
小
に
由
来
す
る
と
い
う
だ
け
で
は
、
法
成
寺
と
平
等
院
と
の
構
造
的
な
異
な
り
を
説
明
す
る
の
は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

む
し
ろ
、
そ
の
よ
う
な
外
形
的
な
権
勢
の
低
下
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
に
せ
よ
、
頼
通
の
中
に
「
浄
土
か
ら
遠
く
に
あ
る
自
分
」
と
い
う

自
己
反
省
が
芽
生
え
た
こ
と
が
大
き
く
作
用
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
十
二
月
八
日
に
開
催
さ
れ
た
国
際
天
台
学
大
会
（
北
京
大
学
）
で
の
発
表
を
加
筆
・
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
武
田

和
哉
教
授
に
は
、
発
掘
調
査
報
告
の
収
集
に
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
。）

参
考
資
料

一
次
資
料

鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
九
巻
）

智
顗
『
摩
訶
止
観
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
四
六
巻
）

慧
思
『
南
嶽
思
大
禅
師
立
誓
願
文
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
四
六
巻
）

慧
思
『
法
華
経
安
楽
行
義
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
四
六
巻
）

道
宣
『
続
高
僧
伝
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
五
〇
巻
）

基
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
四
五
巻
）

費
長
房
『
歴
代
三
宝
紀
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
四
九
巻
）

法
経
『
衆
経
目
録
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
五
五
巻
）

道
宣
『
大
唐
内
典
録
』（『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
第
五
五
巻
）

藤
原
通
俊
『
承
暦
元
年
法
勝
寺
供
養
記
』（『
続
群
書
類
従
』
第
七
八
一
巻
、
第
二
七
輯
上
、
釈
家
部
四
）

『
日
本
書
紀
』（『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
小
学
館
）
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『
栄
華
物
語
』（『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
小
学
館
）

大
江
匡
房
『
続
本
朝
往
生
伝
』（
井
上
光
貞
・
大
曽
根
章
介
校
注
『
日
本
思
想
大
系
七　

往
生
伝
・
法
華
験
記
』
岩
波
書
店
）

植
木
雅
俊	

［
二
〇
〇
八
］『
梵
漢
和
対
照
・
現
代
語
訳　

法
華
経　

上
』
岩
波
書
店

太
田
博
太
郎
［
一
九
七
五
］『
日
本
建
築
史
基
礎
資
料
集
成　

仏
堂
Ⅱ
』
中
央
公
論
美
術
出
版

宇
治
市
歴
史
資
料
館
編

		


［
二
〇
〇
三
］『
平
等
院
庭
園
保
存
整
備
報
告
書　

─
史
跡
及
び
名
勝
─
』
平
等
院

橿
原
考
古
学
研
究
所

		


［
二
〇
〇
二
］『
飛
鳥
京
跡
苑
池
遺
構
調
査
概
報
』
学
生
社

		


［
二
〇
一
二
］�『
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
調
査
報
告
一
一
一
：
史
跡
・
名
勝　

飛
鳥
京
跡
苑
池
（
1
）』
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研

究
所

平
等
院	

［
二
〇
一
九
］『
国
宝
平
等
院
鳳
凰
堂　

平
成
修
理
報
告
書
』
平
等
院

二
次
資
料

石
田
一
良	

［
一
九
九
一
］『
浄
土
教
美
術　

─
文
化
史
学
的
研
究
序
論
』
ぺ
り
か
ん
社

小
野
健
吉	

［
二
〇
一
四
］「
臨
池
伽
藍
の
系
譜
と
浄
土
施
庭
園
」
白
幡
洋
三
郎
編
『『
作
庭
記
』
と
日
本
の
庭
園
』
思
文
閣
出
版

		


［
二
〇
一
五
］『
日
本
庭
園
の
歴
史
と
文
化
』
吉
川
弘
文
館

梯
信
暁	

［
二
〇
〇
八
］『
奈
良
・
平
安
浄
土
教
展
開
論
』
法
蔵
館

工
藤
美
和
子	

［
二
〇
一
九
］『
賢
者
の
王
国 

愚
者
の
浄
土　

─
日
本
中
世
誓
願
の
系
譜
─
』
思
文
閣
出
版

三
宮
千
佳	

［
二
〇
一
四
］『
法
華
寺
阿
弥
陀
浄
土
院
と
平
等
院
鳳
凰
堂
』
勉
誠
出
版

清
水
擴	

［
一
九
七
六
］「
平
安
時
代
の
仏
教
建
築
」
文
化
庁
監
修
『
文
化
財
講
座　

日
本
の
建
築
2
』
第
一
法
規

		


［
一
九
九
二
］『
平
安
時
代
仏
教
建
築
史
の
研
究　

─
浄
土
教
建
築
を
中
心
に
─
』
中
央
公
論
美
術
出
版

陈
植	

［
二
〇
〇
六
］『
中
国
造
园
史
』
中
國
建
築
工
業
出
版
社
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常
盤
大
定	

［
一
九
三
六
］「
支
那
仏
教
に
お
け
る
末
法
思
想
の
興
起
」『
東
方
學
報
（
東
京
）』
第
六
冊
、
二
〇
五
─
二
一
五

冨
島
善
幸	

［
一
九
九
九
］「
法
勝
寺
の
伽
藍
形
態
と
そ
の
特
徴
」『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』
五
一
六
、
二
四
三
─
二
四
九

		


［
二
〇
〇
四
］�「
平
安
時
代
後
期
に
お
け
る
浄
土
の
イ
メ
ー
ジ
と
建
築
造
形　

─
平
泉
無
量
光
院
・
毛
越
寺
を
中
心
に
─
」『
平
泉
文
化
研

究
年
報
』
四
、
一
─
一
二

		


［
二
〇
一
〇
］『
平
等
院
鳳
凰
堂　

─
現
世
と
浄
土
の
あ
い
だ
─
』
吉
川
弘
文
館

奈
良
文
化
財
研
究
所

		


［
二
〇
〇
九
］『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
理
想
郷
と
庭
園
』
文
化
庁

福
島
光
哉	

［
一
九
九
五
］『
宋
代
天
台
浄
土
教
の
研
究
』
文
栄
堂

福
山
敏
男	

［
一
九
四
四
］�「
宇
治
平
等
院
小
御
所
に
就
い
て
」『
考
古
学
雑
誌
』
三
四
─
七
（「
宇
治
平
等
院
の
小
御
所
」『
日
本
建
築
史
研
究
』
墨
水

書
房
、
一
九
六
八
、
四
三
一
─
四
三
八 

所
収
）

		


［
一
九
五
四
］�「
宇
治
平
等
院
が
で
き
る
ま
で
」
一
志
茂
樹
先
生
還
暦
記
念
会
編
『
地
方
研
究
論
叢
』、
三
四
九
─
三
五
八
（『
日
本
建
築

史
研
究
』
墨
水
書
房
、
一
九
六
八
、
四
二
一
─
四
三
〇 

所
収
）

		


［
一
九
五
八
］�「
年
中
行
事
絵
巻
の
法
会
の
一
場
面　

─
薬
師
寺
講
堂
か
法
勝
寺
金
堂
か
─
」『
大
和
文
華
』
二
八
（「
年
中
行
事
絵
巻
の

推
定
法
勝
寺
大
乗
会
図
」『
日
本
建
築
史
研
究
』
墨
水
書
房
、
一
九
六
八
、
四
六
九
─
四
八
四 

所
収
）

		


［
一
九
六
四
］「
藤
原
摂
関
家
の
寺　

─
法
成
寺
と
平
等
院
─
」『
日
本
の
美
術
9　

平
等
院
と
中
尊
寺
』
平
凡
社

		


［
一
九
七
六
］「
概
説　

─
平
安
時
代
の
建
築
に
つ
い
て
─
」
文
化
庁
監
修
『
文
化
財
講
座　

日
本
の
建
築
2
』
第
一
法
規

		


［
一
九
七
八
］�「
九
体
阿
弥
陀
堂
に
つ
い
て
」『
大
和
古
寺
大
観　

7
』
岩
波
書
店
（「
九
体
阿
弥
陀
堂
」『
寺
院
建
築
の
研
究　

下
』
中
央

公
論
美
術
出
版
、
一
九
八
三
、
一
八
四
─
一
九
三 

所
収
）

藤
善
真
澄	

［
一
九
八
七
］「
末
法
家
と
し
て
の
那
連
提
黎
耶
舎　

─
周
隋
革
命
と
德
護
長
者
經
─
」『
東
洋
史
研
究
』
四
六
、
二
九
─
五
六

森
蘊	

［
一
九
四
五
］『
平
安
時
代
庭
園
の
研
究
』
桑
名
文
星
堂

釆
睪
晃	

［
二
〇
一
〇
］「
慧
思
に
お
け
る
末
法
と
『
法
華
経
』」『
仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
九
一
、
一
八
─
二
八

		


［
二
〇
一
六
］�「
南
嶽
慧
思
の
末
法
説
の
源
流
」
中
国
佛
教
协
会
・
中
华
宗
教
文
化
交
流
协
会
編
『
汉
传
佛
教
祖
庭
文
化
国
际
学
术
研
讨

会
文
集　

下
册
』
宗
教
文
化
出
版
社
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［
二
〇
一
九
］「「
闘
諍
堅
固
」
と
は
何
か　

─
南
嶽
慧
思
の
思
想
を
参
照
し
て
─
」『
大
谷
學
報
』
九
八
─
二
、
二
七
─
四
四

註

［
常
盤
大
定
一
九
三
六
］
参
照
。

『
歴
代
三
宝
紀
』
巻
第
九

月
藏
經
一
十
二
卷
［
天
統
二
年
。
於
／
天
平
寺
出
］

…
（
中
略
）
…

右
八
部
合
五
十
三
卷　

周
明
帝
世
。
高
齊
沙
門
統
北
天
竺
烏
場
國
三
藏
法
師
那
連
提
耶
舍
。
齊
言
尊
稱
。
於
鄴
城
譯
。

�

（
大
正
四
九
・
八
七
ｂ
─
ｃ
）

「
八
部
」、
麗
本
は
「
七
部
」
と
す
る
が
、
宋
元
明
三
本
に
よ
っ
て
改
め
た
。「
五
十
三
巻
」、
麗
本
は
「
五
十
二
巻
」
と
す
る
が
、
宋
元
明
三

本
・
宮
内
庁
書
陵
部
本
、
聖
語
蔵
に
よ
っ
て
改
め
た
。
こ
こ
に
列
挙
さ
れ
る
那
連
提
耶
舎
訳
出
典
籍
の
合
計
は
八
部
五
十
三
巻
と
な
る
。

「
訟
」
字
、
大
正
蔵
に
は
諸
本
等
し
く
「
頌
」
に
作
る
。「
闘
諍
あ
り
て
頌
を
言
ふ
」（
あ
ら
そ
い
が
あ
っ
て
そ
れ
を
褒
め
そ
や
す
）
と
も
訓
み

得
る
が
、
文
意
か
ら
「
訟
」
に
改
め
る
。

『
衆
経
目
録
（
法
経
録
）』
巻
第
一
（
大
正
五
五
・
一
一
五
ｂ
）、『
大
唐
内
典
録
』
巻
第
五
（
大
正
五
五
・
二
七
一
ｃ
）
な
ど
を
参
照
。

［
釆
睪
晃
二
〇
一
九
］
参
照
。

鳩
摩
羅
什
訳
『
妙
法
蓮
華
経
』
で
は
「
末
法
」
と
し
か
述
べ
て
い
な
い
が
、
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
は
「
後
の
五
百
年
」
と
年
数
を
明
示
し
て

い
る
。
植
木
雅
俊
［
二
〇
〇
八
：
一
三
九
＆
一
七
一
］
を
参
照
。

基
『
大
乗
法
苑
義
林
章
』
は
、
七
世
紀
中
頃
の
撰
述
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

袁
宏
『
後
漢
紀
』
巻
第
十
「
孝
明
帝
紀　

下
」

こ
の
文
は
、『
後
漢
書
』
に
も
引
か
れ
、
仏
教
に
出
会
っ
た
中
国
人
が
ど
の
よ
う
な
反
応
を
示
し
た
か
を
表
す
も
の
と
し
て
、
し
ば
し
ば
参
照

さ
れ
て
い
る
。
以
て
、
中
国
の
人
び
と
が
仏
教
の
ど
こ
に
強
い
印
象
を
抱
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
自
ら
の
命
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
や
、
そ
の
判
断
を
周
囲
の
人
間
に
委
ね
て
い
る
点
、
更
に
は
周
囲
の
者
が
そ
の
意
を
汲

み
か
ね
た
点
は
、
釈
尊
の
次
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
彷
彿
と
さ
せ
る
。

（
）

1（
）

2（
）

3（
）

4（
）

5（
）

6（
）

7（
）

8（
）
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釈
尊
が
入
滅
直
前
に
ア
ー
ナ
ン
ダ
に
対
し
て
「
如
来
は
こ
の
世
界
に
一
劫
以
上
も
と
ど
ま
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
差
し
向
け
た
の
に
も
拘
わ
ら

ず
、
ア
ー
ナ
ン
ダ
は
魔
に
お
お
わ
れ
て
い
た
た
め
に
何
も
応
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

「
慧
思
伝
」
が
収
め
ら
れ
て
い
る
『
続
高
僧
伝
』
を
編
纂
し
た
道
宣
が
参
照
し
得
た
文
献
と
し
て
は
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
を
挙
げ
る
こ

と
が
で
き
る
。

如
來
可
止
一
劫
有
餘
。
爲
世
除
冥
。
多
所
饒
益
。
天
人
獲
安
。
爾
時
阿
難
。
默
然
不
對
。
如
是
再
三
。
又
亦
默
然
。
是
時
阿
難
。
爲
魔
所
蔽
。

曚
曚
不
悟
。�

（「
遊
行
経
」『
長
阿
含
経
』
巻
第
二
（
大
正
一
・
一
五
ｂ
））

「
尸
解
」
と
は
、
凡
人
に
は
死
ん
だ
と
見
せ
か
け
て
、
昇
仙
す
る
こ
と
で
あ
る
。
慧
思
が
死
ん
だ
と
き
の
描
写
は
、
陶
弘
景
の
尸
解
を
か
な
り

意
識
し
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
陶
弘
景
の
死
は
次
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

『
梁
書
』
巻
五
十
一
・
列
伝
第
四
十
五

「
大
同
二
年
卒
、
時
年
八
十
五
。
顔
色
不
変
、
屈
申
如
恒
。」

『
南
史
』
巻
七
十
六
・
列
伝
第
六
十
六

「
大
同
二
年
卒
、
時
年
八
十
一
。
顔
色
不
変
、
屈
申
如
常
、
香
気
累
日
、
氛
氳
満
山
。」

『
続
高
僧
伝
』「
慧
思
伝
」
に
お
い
て
、「
頂
煗
身
軟
顔
色
如
常
」
と
あ
る
の
は
、「
陶
弘
景
伝
」
の
「
顔
色
不
変
、
屈
申
如
常
」
を
承
け
た
も
の

で
あ
ろ
う
し
、「
慧
思
伝
」
の
「
咸
聞
異
香
満
於
室
内
」
に
は
、「
陶
弘
景
伝
」
の
「
香
気
累
日
、
氛
氳
満
山
」
と
い
っ
た
記
事
の
影
響
が
う
か
が

わ
れ
る
。

『
仏
書
解
説
大
事
典
』
第
二
巻
「
観
無
量
寿
仏
経
」
項
（
二
〇
〇
─
二
〇
一
）
に
、
そ
の
真
偽
論
争
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

宋
代
の
天
台
浄
土
教
に
つ
い
て
は
、［
福
島
光
哉
一
九
九
五
］
を
参
照
。

［
清
水
擴
一
九
七
六
］
を
参
照
。
併
せ
て
、
清
水
は
、
こ
の
礼
堂
の
正
堂
と
の
一
体
化
を
密
教
普
及
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
指
摘
し
て
い
る
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
密
教
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
考
察
の
材
料
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

※�

本
稿
脱
稿
後
、「
飛
鳥
京
跡
苑
池
」
の
流
水
施
設
に
つ
い
て
の
発
掘
調
査
が
一
段
落
し
た
と
の
報
道
が
あ
っ
た
（『
朝
日
新
聞
』
二
〇
二
一
年
十
二
月

三
日
等
）。
こ
の
最
終
報
告
書
は
い
ま
だ
公
開
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
発
掘
成
果
は
本
稿
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
尤
も
、
本
論
の
主
旨
に
影
響
を

与
え
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
）

10（
）

11（
）

12（
）
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